
試験時間

注意事項

AP

令和2年度

応用情報技術者試験

午後問題

13:00~15:30 (2時間 30分)

1. 試験開始及び終了は、監督員の時計が基準です。監督員の指示に従ってください。

2. 試験開始の合図があるまで、問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は、試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は、次の表に従って解答してください。

問題番号

選択方法

問1 問2~問 11

必須 4問選択

5. 答案用紙の記入に当たっては、次の指示に従ってください。

(1) B又は HB の黒鉛筆又はシャープペンシルを使用してくだ

さい。

(2) 受験番号欄に受験番号を、生年月日欄に受験票の生年月

日を記入してください。正しく記入されていない場合は、

採点されないことがあります。生年月日欄については、受

験票の生年月日を訂正した場合でも、訂正前の生年月日を

記入してください。

(3) 選択した問題については、右の例に従って、選択欄の問

題番号を○印で囲んでください。○印がない場合は、採点

されません。問2~問 11 について、5問以上○印で囲んだ

場合は、はじめの4問について採点します。

(4) 解答は、問題番号ごとに指定された枠内に記入してくだ

さい。

(5) 解答は、丁寧な字ではっきりと書いてください。読みに

くい場合は、減点の対象になります。

[問3,問4,問6,

問8を選択した場合

の例]

必
須

4問選択

選択欄

問1

問2

問3

問4

問5

問6

問7

問8

問9

問10

問11

注意事項は問題冊子の裏表紙に続きます。

こちら側から裏返して、必ず読んでください。
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問6 宿泊施設の予約を行うシステムに関する次の記述を読んで、設問 1~3 に答えよ。

U 社は、旅館や民宿などの宿泊施設の宿泊予約を行う Web システム(以下,予約

システムという)を開発している。予約システムの主な要件を図1に示す。

・利用者が予約システムを最初に利用する際には、氏名,住所,電話番号を入力し、利用者登

録を行う。

利用者は空き部屋照会のための条件入力の画面上で、希望する施設に対し、チェックインと

チェックアウトの日付, 予約したい部屋の種別及び部屋数を指定して空き状況を照会する。

・予約は部屋の種別ごとに行う。種別の違う部屋を予約したい場合は、部屋の種別ごとに分け

て予約を行う。

空き状況の照会を行った時点で、希望した種別の部屋に、希望した部屋数の空きがなかった

場合は、部屋が空いていない旨を画面に表示する。

・空き状況の照会を行った時点で希望した部屋数の空きがあった場合は、予約手続の画面に遷

移する。利用者は、宿泊人数を入力し、部屋の予約を確定する。

部屋の予約を確定するまでの間に他の利用者が予約を入れてしまい、必要な部屋数を確保で

きなくなってしまった場合には、その旨を画面に表示して予約の処理を中断する。

図1 予約システムの主な要件

[データベースの設計]

予約システムを開発するに当たり、データベースの設計を行った。データベースの

E-R 図を図2に示す。

施設

施設ID

施設名

部屋種別ID

部屋 部屋種別マスタ 凡例

部屋ID エンティティ名

b 属性名

属性名
属性名

部屋種別ID

部屋番号

予約明細

名称

宿泊可能人数

利用者 予約

利用者ID 予約ID a 予約明細ID

氏名 利用者ID 予約ID

住所 人数 部屋ID

電話番号 チェックイン日付 宿泊日

チェックアウト日付 宿泊料

:1対1

→:1対多

: 多対多

注記 属性名の実線の下線は主キー,

破線の下線----- は外部キーを示す。

主キーの実線が付いている属性名には、

外部キーの破線を付けない。

図2 データベースの E-R図(一部)
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